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勝利の条件（使徒1:14）
イエス様が十字架にかけられて、またお墓の中に葬られ、３日目によみがえられました。それから、天に昇られた後、キリスト教が本格的に始まることになります。そのキリスト教のスタートの状況、条件を見ますと、何もかもがだめになるような、うまくいくはずのない状況でした。皆さんご存知のように、当時、ユダヤ、イスラエルという社会は国全体がユダヤ教という宗教を信じている、それが国教となっている状況でした。そこでわずか１２０人ぐらいが集まって、また集まる場所もまともになかった状況です。そして、そのユダヤ教がわずかしかありませんでした。キリスト教のことをあまり快く思っていなかったので、どうやってそれが大きくなる前に潰そうかということばかり考えている状況でした。キリスト教を誰かが理解して助けてくれるような人、団体が周りに１個もなかった状況でした。

それから、そこに集まっていたクリスチャン、キリスト教の初代のメンバーの方々を見ても、不利な条件ばかりです。まともな仕事をしている人間もいないし、当時、人間の数に数えられなかった女性が半分以上を占めているような状況です。彼らに社会的に影響力のある一人もいませんでした。逆に、社会的に見ると見下されるような下っ端をくぐる身分の人ばかりでした。これがキリスト教がスタートをするときの状況であり、条件でした。何もかもだめになるしかない状況、すべてが不利に思われる条件ばかりでした。簡単に申し上げると、彼らがうまくいって勝利を治めるということは全く期待できません。それにつながるような条件などが、どこを見ても見当たらない、一個も見当たらないのです。簡単に申し上げると、初代教会のメンバー、初代教会自体は、実は勝利のための項目は一つもないし、何も持っていなかったといっても過言ではありません。不利な条件ばかりでした。彼らは、社会的な地位も応援も富みも持っていないし、才能を持っていたわけでもないし、誰かの助けがあったわけでもないし、だから、東西南北どこを見ても初代教会、キリスト教がスタートしたときに持っていたのは一つしかありません。何もありません。すべてが不利な条件ばかりです。彼らが持っていたのは、イエスがキリストだという信仰だけでした。それしか持つものがありません。しかし、彼らは結果的に損したでしょうか。あるいはつぶれて失敗をして負けたでしょうか。初代教会は不利な条件だらけでだめな状況しかありません。持っているものは、何もありません。もしも言い訳をしようとすると、１日中言い訳をしても足りないぐらいです。もし心配をしようとすると、２４時間心配するしかないことばかりでした。もし不満を言い出そうとすると、３６５日、不満を吐き出しても足りないくらい条件ばかりでした。その中で、彼らが持っていたのは、イエスがキリストであるという信仰だけだったのです。誰が見ても「彼らはうまくいかないだろう」「キリスト教はもうすぐつぶれるだろう」と予想して思っていたにもかかわらず、初代教会は勝利を治めて、今の私たちのところまでこの福音の良き知らせが届くようになりました。
つまり、結論から申し上げると、またこの歴史から私たちが読み取れるのは、どんな条件であれ、どんな理由があろうが、どんな状況であれ一切構わないのです。イエスがキリストだという信仰さえ持っていれば、それで十分です。それが勝利の条件です。私たちは、ついつい人生の勝利のために、授業に勝利するために、勉強に勝利するために、また家庭において勝利するために、これが必要でこれが足りないから、いろいろなことを取り上げたりと思っているかもしれません。そして、今現在、私たちの中には、言い訳にするような、あるいは心配を吐き出しても仕方がないことがたくさんあるでしょう。ある方は、今、病気を抱えているかもしれません。また経済的に困窮している方もいらっしゃるでしょう。家庭内で孤立しものすごく困っている方もいるかもしれません。また、自分の内側にどうしても変えられない、どうしてもコントロールできない、望んでもいない弱点をもって、習慣をもって悩んでいる方もいらっしゃるかもしれません。それがあることと、それが私たちの心と思いを捕えて、「だからだめなのだ」「だからできないのだ」と否定的な思いに走ることとは別です。でも、残念ながら、私たちはクリスチャンであるにもかかわらず、生まれたときから今までずっと慣れてきたように、そのように不利な条件、だめな状況であれば「だからダメだ」と思うことに慣れています。だから、自分は今において、また自分の人生において勝利などは考えられない、良いことはあまりない、できない、クリスチャンとして当たり前に挑戦して、獲得しなければいけない祝福がたくさんあるにも関わらず、挑戦の思いすら持つことができません。「私がこういう存在だから、こういう問題を抱えているから、今私が置かれている状況はこのような状況なのだから無理です。だめです」と。
いつも申しあげているように、人生が終わるそのときまで、地球の歴史が終わるそのときまで、いつも有利な条件、いつも豊かな状況ばかりということはありません。クリスチャンでも様々な状況、いろいろな条件を抱えて生きるしかありません。しかし、そのだめな状況と不利な条件＝（イコール）、「だから行けない」「だからダメ」ということではありません。初代教会は、また聖書すべてがそれを私たちに証ししているのではないでしょうか。そういうことは、実は構いません。でも、なぜ私たちはいちいちそれが全部、自分自身に影響を与えて、いつもそれに引っかかって前に進むことができないし、いつも思いと心がさいなまれるような状況に追い込まれてしまうのでしょうか。なぜでしょうか。あまりにも状況がひどいからでしょうか。あまりにも良い条件に恵まれていないからでしょうか。今日からはっきりさせましょう。そうではありません。イエスがキリストだという信仰を持っていないからなのです。どんな条件であれ、皆さんがどんなに弱い存在であれ、どんなに下っ端をくぐる低い身分を持っていたとしても構いません。勝利できます。それは勝利の条件ではありません。初代教会はそういう意味では０だったのです。しかし、彼らにはイエスがキリストだという信仰を持っていました。それしかありませんでした。それなのに勝利したのです。
だから、勝利の条件は他の何かではありません。イエスがキリストだという信仰を持っていれば、初代教会のようにだめな状況、不利な条件、弱々しい条件ばかりであっても必ず勝利します。今何かの薬を飲んでいても、病院に入院して動けない人であっても、刑務所に入れられている人であっても、貧乏な人であっても構いません。それはあなたがたは知らなくてもいいのです。問題は、イエスがキリストだと信じるか信じないかです。残念ながら、教会にせっかく通い、また礼拝の祝福に預かっているにもかかわらず、イエス様のことをキリストとして信じないのです。そこが問題です。そうすると、そこが問題だということを知らずに、これが問題だ、あれが問題だ、この人のためです、これがだめだから、これが直らないと、これが変わらないとと、ずっと一生言い訳ばかりです。皆さん、神様は今も私たちに語っていらっしゃいます。皆さんを待っているかわいそうな魂がたくさんいるのですが、私たちにいまだに言い訳がたくさんあり、心配が多くあり、それに足を止められて引っかかるものがあまりにも多いため身動きもできません。それは状況がひどいからではありません。考え方を変えてください。初代教会は、持っていたものがひとつしかありません。しかし、その一つで十分でそうすると勝利できます。イエスはキリストです。イエス様のことをキリストとして信じてください。そこがすべてです。
キリストという言葉の意味が何でしょうか。それは世の中にあるどんなにすごいもの、すごい理論、人はどうであっても、世にあるものでは絶対に解決不可能な人、人生の問題を解決する唯一の道という意味です。人は神のかたちに作られた霊的な存在です。ですから、神様なしでは幸せなどは最初からありません。期待できない存在です。しかし、人が悪魔にだまされて、罪を犯した結果、この神のかたちが壊れて、神様から離れることになりました。そのときから、人は自分の罪過と罪との中に死んでいた者として生まれ、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれ、どうあがいても、どんなに暴れていても滅びる運命の力に捕らわれて生きるしかありません。そこで人生の様々な不幸が生まれるだけです。何をすればこの問題を解決することができるのでしょうか。人はまことの創造の神様と出会って、神様と一緒にならないといけないのですが、罪のゆえにサタンのしわざのゆえに神様と出会うことができません。だから、根本的に罪を抱え、問題を抱えて、暴れてあがきをしていても、結局は滅びるしかありません。こういう問題を抱えていて、聖書は、歴史は証明しています。宗教のその頑張り、努力によってもかないません。お金がどんなに豊かにあったとしてもかなわない、知識があってどんなに発展してもかなわない、どんなに立派な人格を持っていてもこれはかないません。世の中には、人生の問題の解決の方法がありません。なぜ皆さんの人生は辛いのでしょうか。元から、最初から解決不可能な霊的な問題だからです。キリストというのは、この解決不可能な人生の問題を根底から解決して、神様と出会う道という意味です。これを邪魔する悪魔と罪の力を完全に打ち破って、滅びの運命の力を打ち破って無くしてしまって勝利される方という意味です。これはキリストです。神様はキリストしか希望がないので、私たちにこのキリストを約束されました。つまり、キリストというのは世の中に立派ないいもの、優れたすばらしいもの、必要なものがたくさんあるにもかかわらず、人生の解決にはなりません。人生の答えはありません。その中で唯一の答えです。それがキリストです。それと同時に根本からその問題を解決する方なので、キリストは唯一の答えであると同時に、すべての問題の解決です。それがキリストです。神様の約束はそういうことです。だれでもどんなにひどい罪人、どんないひどい人生でもキリストによって新しく生まれることができる、それがキリストです。キリストの他には道がありません。ダビデの王が神の心にかなった人であっても、ダビデの王でも救いはありません。キリストしかありません。それほど人の問題は、解決不可能な、世にあるすごいものでは解決不可能な霊的な問題です。悪魔のしわざなのです。そこで唯一、神様の約束によって答えとなる方がキリストです。キリストの他には希望がありません。そして、キリストはすべての問題の解決なのです。

それから、神様の約束が成就しました。二千年前に、この世に来られて処女マリヤから生まれて、十字架にかけられて、すべての罪を背負って血を流され死なれて、そして、葬られて３日目によみがえられたイエス様、そのイエス様がキリストです。つまり、神様のキリストの約束は成就しました。今までは約束だけだったのですが、それが成就したわけです。契約は成就しました。イエスがその唯一の答えであり、すべての問題の解決であるキリストだったのです。「イエスがキリストです」というのは、その約束がすべて成就したということであり、「イエスがキリストです」というのは、そのイエス様がキリストとして十字架にかけられておしゃいました。すべてを完了したと。約束通りそれが成就して、本当にすべての問題を全部終わらせて、もう終わりにしたということです。それがキリストです。イエスがそのキリストなのです。ですから、「イエスがキリストです」という信仰は、だから、どんな人、どんな人生であれ、その人生が救われて新しく作り変えられて幸せになるためには、ただ一つこのイエスを信じる信仰によってのみ、その人は変わります。他に何もいりません。義人は信仰によって生きます。これが「イエスがキリストです」という信仰です。もしイエスがキリストであれば、キリストの他には希望がなかったでしょう。イエスがそのキリストであれば、他には何もいらないし、このイエスを信じる信仰だけなのです。信仰の他に何も気にしないように。ただこのイエスを信じただけなのに、その人はすべての問題が十字架とともに終わったと同時に、その人は神の神殿と呼ばれる者に変わります。なぜでしょうか。イエスがキリストならば、神様度出会う道であれば、イエスが本当にいのちならば、イエスを信じることによって、その人の内側に聖霊をとおして神様がともにおられ、その人は今までの存在は死んで新しく生まれるようになります。まったく新しいものにつくり変えられます。神の子どもに新しく生まれます。
なぜでしょうか。イエスがキリストならば、すべての問題がもうすでに終わったどころか、神の子どもとして、神が内側に宿る新しい人種として生まれるようになります。だから、神殿と呼ばれる存在に変わるようになります。ただイエスを信じただけなのになぜなのでしょうか。イエスがキリストだから。もちろん、いつ死んでも天国に迎え入れられるように保証されるのは言うまでもありません。つまり、イエスがキリストであるということは、その信仰はどんな信仰なのかと言いますと、クリスチャンにとっては、信じた人にとっては、どんな状況、条件であれ、私にとって一切問題になりません。でも、皆さん、問題があまりにも多いし、言い訳も多いし、つぶやきも多いでしょう。それは、そんな要素があるからという前に、良くよく吟味してください。イエスをキリストとして信じていないからです。だから、病気がある人は、病気が治ることばかり祈ります。治らないとキリストでないでしょうか。もうすでにその段階で、イエスはキリストとして信じられていないのです。子どもがうまくいかないと、子どもがうまくいくことばかり祈って、「それもすでに終わった。私には問題ではない。イエスはキリストだ」祈りません。自分自身に病気があり、ときには精神的におかしくなり、いろいろな症状があるにしても、それがずっと心配の種でしょうか。それはそういう問題があるからではありません。イエスがキリストとして告白できていないからです。イエスはキリストです。だから、問題は他のところにあるわけではありません。皆さんが、イエス様を信じているのに、キリストではありません。エレミヤのような方で、バプテスマのヨハネのような人で、エリヤのような人で、預言者のような方として信じているからです。何が心配でしょうか。何が引っかかるのでしょうか。今、私たちの国が植民地だから、それで気になるのでしょうか。イエスはキリストではないのか。イエスはキリストです。どんな問題あろうが、私たちにとって一切、問題になりません。これから、どんな状況、どんな条件であろうが、私は今も明日も永遠にまで変わらず、幸せなもの、幸福なものだというのが、イエスはキリストです。皆さんにとって、イエスはキリストでしょうか。人生の答えはキリストしかありません。他にどんなに気にしても仕方がありません。キリストしかおりません。イエスがそのキリストです。イエス様をキリストとして信じてください。そうならば心配することはないのではないでしょうか。そうならばどんな状況であっても、幸せなものではないでしょうか。

だから、イエスがキリストとして信じられていないと、祈りが全部、スタートが間違ってしまいます。イエスの御名によって祈るというのは、最後のマニュアルではありません。イエスはキリストですという信仰告白の上に祈りが成り立つのです。つまり、すべての問題が終わったので、問題の解決のために祈るということはありません。心配ないので。神の御心のために祈ります。ある意味、自分のために生きる人生はもう終わりです。キリストのために生きる人生になるでしょう。それが大袈裟な献身とかではありません。イエスがキリストなので。世界中の教会が、イエスはキリストだと言いません。私たちはイエスはキリストだと叫んでいるけれども、聞く人たちはそのように信じません。なぜそんなに文句や心配、言い訳が多いのでしょうか。初代教会の人々は、明日死ぬかもしれません。財産をすべて奪われるかもしれません。だめな状況しかなかったし、不利な条件しかありませんでした。一切、問題になりません。彼らの足を止めることができる者は存在しません。なぜでしょうか。彼らはイエスがキリストだと信じていたので。これが勝利の条件です。だめだと不利に思うようなことは一切ありません。

なぜこれが勝利の条件なのか。イエスがキリストだという信仰を持っていれば、どんな状況、どんな条件であろうが、一切それに構わずに、その人の目は伝道の方に固定されるようになります。伝道は負担とかやりましょうということで、何かの目的でやるものではありません。イエスがキリストであるがゆえに、自分の人生の問題はもう終わりました。そして、周りや世界を見ると福音でなければ絶対にだめな世の中が見えてくるようになります。イエスが本当にキリストであった時に。何を食べるか、何を飲むかを心配しているときには見えないでしょう。皆さんがどんなに弱い方であって、またどんなに人格、性格に問題があるにしても構いません。告白してください。それも問題ではありません。それも私の足を引っ張ることはできません。イエスはキリストだから。だから、イエスがキリストだという信仰を本当に持っている者は、自分の人生の方向を伝道というところに固定して釘を刺すようになります。何が何でも私が生きる理由は伝道になります。だから、勝利します。神の御心とぴったり合うようになります。でも、伝道がいまだに負担であり、伝道のことは最初から思うことができないというのは、伝道が難しいからではありません。もしかしてイエス様は、皆さんの病気を治してくれる、皆さんを楽にさせるにすぎないのでしょうか。それはお寺に行っても神社に行ってもあります。イエスはキリストです。イエスをキリストとして告白してください。そうすると、何を飲むか、何を食べるかではなくて、神の国と神の義を求めるようになります。いつまで自分のために、自分の弱さのために、自分の性格のためにずっとイエス、イエス、と言うつもりなのでしょうか。大変かもしれません。一生変わりません。イエスはキリストなのです。十字架とともに、皆さんが気にして心配しているそのすべてを終わらせました。皆さんの内側に入って来ています。あなたは幸いなものなのだと。あなたは天国のものだ。この薬を飲んでいてもそうです。こんな障害を抱えていてもそうです。こんなに政治が悪くてもそうです。それが伝道に支障を起こすような理由にはなりません。人生の方向は、死んでいく魂、暗やみの力に捕らわれている、そこに神の国が臨まれること、イエスがキリストだということが証しされること。それ以外には、世の中に希望がないので。福音でなければ、世の中は生まれたときから滅びの運命を抱え、偶像にだまされ、霊的にも精神的にもだめな状況になり災難を避けることができない災いに遭い、家庭が壊れ個人が崩れていき、最終的には死んで裁かれて滅びのところに行くしかない、そういうところではないでしょうか。イエスがキリストであるこのお証し以外には希望がありません。これが学生も授業する人も職場の人間も主婦も誰でもクリスチャンであれば、人生の生きる方法、生きる理由です。何をするにしても。イエスがキリストだとお証しすることです。私はコンピュータを専門にしているから、コンピュータの世界をもう少し神の栄光を現すために変えていく。それもいい考えでしょうが、でも、その世界でもイエスがキリストだとお証しすることを方向にしないといけません。これを他の何かに変えることができる内容ではありません。クリスチャンとして、これをとおして神の栄光を現すというのはよいでしょう。でも、私たちの人生の理由はイエスがキリストだと証しすることです。それに方向が固定されるから、その人は波風が吹いてきても必ず勝利します。それ以外にありません。だから、結局、合わせると、イエスがキリストだという信仰一つで十分なのです。本当にその信仰であれば、精神的な発作を起こしても、伝道の方向からはずれることがないのです。自分が失敗してもいろいろあるでしょうが、心の中で伝道のために私の人生がある。イエスがキリストだと証しするために自分の人生があるということには変わりはありません。なぜでしょうか。イエスがキリストだから。どんなになっても構いません。私の問題はもう終わりました。これが今の教会の課題であり、先にイエス様を信じている皆さんに課せられている課題です。だから、伝道は皆さんが先に内側からみことばの運動が行われること、つまり、イエスがキリストだという信仰をしっかりと持つことです。「先生、でも」。それは、イエスがキリストだという信仰から離れているからです。よくよく考えてみてください。だから、いつも確認してください。勝利の条件は一つしかありません。その条件を皆さんは持っているのに、そこが今、ぐじゃぐじゃになっているのです。イエスはキリストです。
そうすると、どんな人であれ、どんな職業であれ、どんな現場であれ、その人はそのイエスがキリストだと証しされるほどみことばの運動に人生の理由を固定させます。そうすると、勝利できます。死の影の谷を歩いていても勝利できます。どんなに弱い立場の人間でも勝利できます。初代教会はその証拠ではないでしょうか。そして、イエスがキリストだと言う信仰を持っていれば、そして、人生の方向を伝道に固定し、何が何でも私はイエスがキリストだと固定する証しする。具体的に今現在、自分の現場においてこの新しい契約が成就することを期待するようになるでしょう。本当であれば、それを期待してください。もちろん、その現場だけではありません。世界福音化を見据えて、皆さんの現場を新しい契約、世界福音化と伝道が契約です。それが成就する現場として見ていてください。そこで神様の仕事がなされることを期待して、神様の力の中に皆さん自分自身を持っていってください。それを祈りと言います。具体的にここから始めればよいです。そうすると、必ず勝利します。どんなに弱い人間でも、どんな厳しい状況でも、私たちの計算ではうまくいかないだろう、だめだろうと思うところでも、神の奇跡はそのときに起きます。別にうまくいかなくても構わないのですが、必ず勝利します。勝利は成功して豊かになることではありません。クリスチャンをとおして、具体的に現場に神の国が臨まれることを見ることです。それ以外にはありません。初代教会は殉教しながら、すべて奪われながら、逃げながらでも、行く所々において神の国が臨まれ、みことば運動が行われました。それが成功です。勝利の条件は、イエスがキリストであるという信仰です。その信仰が正しければ、どんな理由があろうが、一切理由になりません。伝道に人生の方向が固定されます。それが自分の現場で成就することを信じて期待してください。それが全てです。学生は、これから勉強して何かになって証人になると思うかもしれません。それはもちろんですが、今の今日の現場を見逃さないでください。そこにこの新しい契約が成就することを期待してください。ただ信じればよいです。それを信じることによって、具体的に祈り始めてください。それだけです。それを挑戦してください。
結論です。皆さん、ただのマニュアル的にしないで、イエスがキリストだということを深く考えてください。それが全てです。そこをクリアしないと、次はすべてずれてしまいます。そして、聖餐の告白を、イエス様が十字架にかけられて血を流され体を引き裂かれることを思い起こしながら、天の御座に座っていらっしゃることを思い起こしながら、聖餐の告白を自分のものにしていただきたいと思います。そして、皆さん、自分自身に問いかけてみてください。自分の人生のテーマ、生きる理由は、何なのか。その質問の前に立ってみてください。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。イエス様を受け入れたその瞬間から、私たちは勝利のすべての完璧な条件を持っているのに、そこをあいまいにして、いろいろな言い訳の中で祝福の勝利を体験することができないままでいることが多いです。今日のメッセージをとおして、勝利の条件はただ一つ、どんな状況、どんな条件であろうが、イエスがキリストですだという信仰にあることをしっかりと覚えて、その信仰告白を深くささげることができるようにひとりひとりを祝福してください。必ず現場において勝利を治めることを信じて、期待して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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